
物
価
の
上
昇
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
、
政
府
は
地
方
自
治
体
な

ど
と
と
も
に
物
価
対
策
を
進
め
て

お
り
、
日
本
の
物
価
上
昇
は
他
の

先
進
国
と
比
べ
て
抑
制
さ
れ
て
い

る
。
賃
金
も
春
闘
や
ボ
ー
ナ
ス
な

ど
順
調
に
上
昇
し
て
い
る
な
か
で
、

景
気
の
活
性
化
、
中
で
も
個
人

消
費
を
ど
う
拡
大
さ
せ
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

総
務
省
が
先
ご
ろ
公
表
し
た
7

月
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
に
よ

る
と
、
価
格
変
動
の
大
き
い
生
鮮

光
業
支
援
」
な
ど
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で

政
府
は
15

日
に
「
物
価
・
賃
金
・

生
活
総
合
対
策
本
部
」
を
開
催
し
、

岸
田
首
相
が
①
輸
入
小
麦
の
価

格
据
え
置
き
な
ど
食
料
品
の
価
格

上
昇
対
策
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
対

策
③
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
1

兆
円
の
増
額
、
を
指
示
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
首
相
は
「
９
月
上
旬

を
目
途
に
、
こ
の
本
部
で
追
加
策

を
取
り
ま
と
め
る
。
新
た
な
財
源

措
置
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
・
物
価
予
備
費
を
機
動
的

に
活
用
し
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
迅

速
に
届
け
る
。
そ
の
上
で
、
経
済

は
生
き
物
、
状
況
に
応
じ
て
、
前

例
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
切
れ

目
な
く
大
胆
な
対
策
を
講
ず
る
」

と
発
言
し
て
い
る
。

だ
ろ
う
。
そ
の
物
価
抑
制
対
策
に

加
え
、
生
活
者
支
援
も
行
わ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
中
に
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
が
あ
る
が
、
こ
の
中
に

は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」
を
活
用

す
る
事
業
を
自
治
体
な
ど
が
策
定

し
て
い
る
。

内
閣
府
に
よ
る
と
、
事
業
を
提

出
し
た
地
方
自
治
体
は
都
道
府
県
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団
体
、
市
区
町
村
１
７
１
３
団

体
の
計
１
７
６
０
団
体
。
交
付
申

請
額
で
み
れ
ば
合
計
で
約
６
７
７

８
億
円
に
達
し
て
い
る
。
例
え
ば

生
活
者
支
援
で
は
「
生
活
困
窮
者

支
援
」
や
「
子
育
て
世
帯
支
援
」

「
電
気
料
金
等
公
共
料
金
の
負
担

軽
減
」
「
学
校
給
食
等
負
担
軽
減
」

「
生
活
者
支
援
や
消
費
喚
起
を
目

的
と
し
た
支
援
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
全
国
の
自
治
体
で

行
わ
れ
て
い
る
。
事
業
者
支
援
で

も
「
中
小
企
業
支
援
（
省
エ
ネ
対

策
、
生
産
性
向
上
、
公
共
料
金
補

助
等
）
」
や
「
農
林
漁
業
者
支
援
」

「
地
域
公
共
交
通
の
維
持
」
「
観

食
品
を
除
く
総
合
指
数
が
１
０
２
．

2

で
前
年
同
月
比
2

．
4

％
の
上

昇
と
な
っ
た
。
2

％
を
超
え
て
上

昇
し
た
の
は
4

カ
月
連
続
で
、
物

価
高
の
基
調
が
依
然
と
し
て
続
い

て
い
る
。

物
価
が
上
昇
し
て
い
る
の
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
を
契
機
と
し

た
原
料
高
に
加
え
、
円
安
の
影
響

も
あ
る
。
消
費
者
物
価
押
し
上

げ
で
目
立
っ
て
い
る
の
が
食
料
品

で
、
伸
び
率
は
全
体
で
4

．
4

％

と
な
り
、
約
8

年
ぶ
り
の
高
さ
と

な
っ
て
い
る
。
12

．
6

％
上
昇
の

食
パ
ン
、
食
用
油
は
40

．
3

％
の

上
昇
な
ど
幅
広
い
品
目
で
値
上
が

り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
物
価
上
昇
は
原
材
料
価

格
の
高
騰
と
円
安
が
要
因
だ
が
、

政
府
に
よ
る
と
、
こ
の
う
ち
円
安

の
影
響
は
7

月
の
時
点
で
5

割
程

度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
円
安

は
先
進
各
国
の
利
上
げ
に
よ
っ
て

起
こ
っ
た
わ
け
で
、
日
本
だ
け
に

み
ら
れ
る
要
因
だ
が
、
そ
の
中
で

日
本
の
物
価
が
2

．
4

％
の
上
昇

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
物
価
抑

制
対
策
の
効
果
が
出
て
い
る
か
ら


